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ページビュー 約1,800万件（月）

統計表ダウンロード数 約6,000万件（年）

 2008年度に整備した「政府統計の総合窓口（e-Stat）」により、各府省公表する統
計データを一元的・総合的に提供。

 基幹統計等主要な統計についてはデータベース化。

政府統計の総合窓口(e-Stat)

1

登録されている統計データ
・統計表（Excel、CSV等）
政府統計約570統計、約130万表

・統計情報データベース(XML)
99統計、約11万データセット



 2008年〜 e-Statの運用開始。EXCELファイル等のファイルダウンロードが中心
 2014年〜 API機能の提供開始。プログラム等から自動的にデータの取得が可能
 2016年〜 LODの提供開始。データ間のリンクが可能

政府統計の総合窓口(e-Stat)
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データベース化の作業イメージ
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 統計表ファイル（EXCEL
ファイルなど）から必要な情
報を整理、分割しデータベー
スへ収録

 必要に応じて、複数の統計表
ファイルの情報をまとめて登
録

二次元から多次元へ



新たなデータ提供への取り組み
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API機能の提供により、データのダウンロードや加工などをシステムに任せることが
できるようになり、利便性が向上。

しかし、似たようなデータが多数あり、データの定義も不明瞭なため、取得したい
データの検索などは、人の目で事前に確認し、対象データを指定（定義）することが
必要となっている。

それぞれのデータの定義を明確にするとともに、データ間の関連性を定義することで、
目的のデータを探しやすくなり、自動化がさらに進むのではないか。

LOD（Linked Open Data)による統計データの提供

平成28年６月からＬＯＤによるデータ提供を開始。



LOD(Linked Open Data)とは
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★ オープンライセンスでデータを公開

★★ コンピュータで処理可能なデータを公開

★★★ オープンに利用できるフォーマットでデータを公開

★★★★ Web標準のフォーマット(URI)でデータを公開

★★★★★ 他へのリンクを入れたデータを公開(LOD)

Webの発明者であるティム・バーナーズ・リーがオープンデータの5
つ星レベルを提案

(Source: http://5stardata.info/)

オープンデータの５つ星レベル 標準化された技術を使用
“World Wide Web Consortium(W3C)”

Resource Description Framework(RDF)
W3C Recommendation

1.0(22 February 1999) / 1.1(25 February 2014)

SPARQL Query Language(SPARQL)
W3C Recommendation

1.0(15 January 2008) / 1.1(21 March 2013)

データの定義

データの検索

RDF Data Cube Vocabulary
W3C Recommendation

(16 January 2014)

統計表の定義

RDB to RDF Mapping Language(R2RML)
W3C Recommendation

(27 September 2012)

RDFへの変換



LOD(Linked Open Data)とは
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ファイルへのリンクからデータへのリンクへ

データにアドレスを付与

(http://data.e-stat.go.jp/lod/…/obs00001)

ファイルへリンク データへリンク

データにアドレスを付与

(http://data.e-stat.go.jp/lod/…/C11201)

ファイルにアドレスを付与

(http://www.e-stat.go.jp/xls0001.xls)

ページにアドレスを付与

(http://www.e-stat.go.jp/pages.html)



統計LODの概要（市区町村コード情報）
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・都道府県・市区町村コード情報（統計に用いる標準地域コード）をLODで公開
（2016年3月）

・JIS X0401及びX0402で規格化されている５桁のコード(例:01000(北海道))に関す
る情報を提供。1970年からの廃置分合情報も含まれている。

・統計の結果を市区町村などで表す時には、原則当該コードが使用されているが、統
計以外の情報についても当該コードを使用している事例が多数あるため、当該コード
情報をLODで提供することにより、各種データのリンクが期待できる。

共通語彙基盤と連携



統計LODの概要（統計データ）
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RDF Data Cube Vocabularyは、統計データとメタデータの交換規約である
SDMX(Statistical Data and Metadata eXchange)をベースとしており、
統計データを以下の要素で表現している。

・次元(Dimension): 何で分類しているか（地域、性別、産業分類など）
・測度(Measure): 何で集計等しているか（人、世帯、価格など）
・観測値(Observation): 実際のデータ(セルに該当)
・属性(Attribute): データの属性（単位、状況（暫定値か）など）

イタリア国家統計局などの事例を参考ししつつ、
RDF Data Cube Vocabulary(W3C勧告）をベースに作成

イメージ

１データ単位に、複数の次元（分類）や測度
（人口）などの情報を定義する。



統計LODの概要（メタ情報の定義）
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各種統計調査共通で利用される要素は、共通語彙(Cross Domain)として定義。
・性別
・年齢
・日本標準産業分類（大・中分類）
・日本標準職業分類（大分類）
など

統計データを表すメタ情報（次元など）を定義。

統計調査ごとに利用する要素は、調査ごと定義。
・家族類型（国勢調査）
・従業上の地位（国勢調査、経済センサス）
・産業分類（国勢調査、経済センサス）→ 日本標準産業分類とリンク
・職業分類（国勢調査）→ 日本標準職業分類とリンク
など

調査共通(Cross Domain)

調査単位



統計LODの概要（語彙の定義）
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他の定義情報とリンク

sex

haSesso

CL_SEX(2.0)

sex

性別

http://datiopen.istat.it/odi/ontologia/censimento/haSesso

http://data.e-
stat.go.jp/lod/ontology/crossDomain/dimension/2016/sex

http://purl.org/linked-data/sdmx/2009/dimension#sex

urn:sdmx:org.sdmx.infomodel.codelist.Codelist=SDMX:CL_SEX(2.0)

dcterms:relation

dcterms:relation

dcterms:relation



統計LODの概要（提供サイト）
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情報提供サイト SPARQLエンドポイント

http://data.e-stat.go.jp/lodw/

URIアクセス

・英語ページを追加

・統計LODの使い方や統計LODの考え方
などを取りまとめたなどガイドを拡充

・URIアクセスに対応



統計LODの検索
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横断的な検索

統計LODのデータの検索にはSPARQLを使用

複数のデータセットを横断的に検索することが
可能

select ?pop ?estb ?birth
where {
?s estat-measure:population ?pop ;
cd-dimension:sex cd-code:sex-all ;
cd-dimension:nationality cd-code:nationality-japan ;
g00200521-dimension-2010:area g00200521-code-2010:area-all ;
cd-dimension:age cd-code:age-all ;
cd-dimension:timePeriod "2015"^^xsd:gYear ;
sdmx-dimension:refArea ?areacd.
?sc estat-measure:establishments ?estb ;
g00200552-dimension-2014:industryClassification g00200552-code-2014:industryClassification-A ;
g00200552-dimension-2014:legalOrganization g00200552-code-2014:legalOrganization-all;
cd-dimension:timePeriod "2014"^^xsd:gYear ;
sdmx-dimension:refArea ?areacd.
?o2 sdmx-measure:obsValue ?birth;
g00200502-dimension:indicator g00200502-code:indicator-A4101;
cd-dimension:timePeriod "2015"^^xsd:gYear ;
sdmx-dimension:refArea ?areacd.
?areacd dcterms:identifier "13000".
}



統計LODの概要（システム構成）

13

e-Statの統計情報DBから「R2RML」を利用してRDFに変換
SPARQLエンドポイントは「Fuseki」を使用し、
URIでのアクセスには「Pubby」を使用。

R2RML

Ontology

Staging table

統計情報DB

RDF Store
Oracle 12c(Spatial and Graph)

Oracle 11g

Exadata X2-2

Fuseki

Fuseki

複数起動 Exadata X6-2

Pubby

SPARQL Endpoint



統計LODの事例
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１７のテーマの１１９のデータセットを提供

スコットランド

http://statistics.gov.scot/

イタリア国家統計局(ISTAT)

2011年の国勢調査のデータを提供。

http://datiopen.istat.it

http://statistics.gov.scot/
http://datiopen.istat.it/


統計LODの他機関の取り組み

15

国連欧州経済委員会

公的統計の近代化のためハイレベルグループ
において「Linked Open Metadata」のプロジェ
クトで検討を行っている(2015-2016)

High-Level Group for the Modernisation of 
Official Statistics
http://www1.unece.org/stat/platform/display/hlgbas/

ユーロスタット

ESS Vision 2020のDIGICOMプロジェクトで検討
を行っている(2015-2019)

ESS Vision 2020
http://ec.europa.eu/eurostat/web/ess/about-
us/ess-vision-2020

DIGICOM

DIGICOM(DIGITAL DISSEMINATION AND 
COMMUNICATION)
http://ec.europa.eu/eurostat/web/ess/digicom

Linked Open Metadata(Project output)
http://www1.unece.org/stat/platform/display/IMS/Proj
ect+Output

http://www1.unece.org/stat/platform/display/hlgbas/
http://ec.europa.eu/eurostat/web/ess/digicom
http://www1.unece.org/stat/platform/display/IMS/Project+Output


統計LODの概要（課題と今後の取組み）

16

・SPARQLのレスポンス向上

・提供データの拡充（メタデータの整備）

・統計LOD作成のシステム化

・統計LODを作成・検討している機関や有識者等との意見交換を引き続き実施
→設計等の見直しや今後の取り組み方法等を検討

提供環境

関係機関等の連携


